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 論文内容の要旨
 唯.本研究の概要
 本研究は、わが国金融機関を取り巻く環境が激変しているなかで、地域金融の要ともいえる「地
 方銀行」に焦点をあて、その特色、現況や経営課題を明らかにするとともに、「競争優位性」を確
 立するための新たな経営的視点や更なる戦略の必要性を指摘し、その具体的な戦略ビジネス・モデ
 ルや戦略の方向性を提言することを目的とした。また、地方銀行の新たな戦略の方向性と実践とし
 て、「戦略の融合化」の有効性やいくつかの融合手段などから、「持続的な競争優位性」を確立する
 ための「融合ビジネス・モデル」を提言するとともに、その具現化に向けた方向性を示唆すること
 も目的とした。
 本研究は、4部8章で構成される。第i部では、金融変革期を迎えた地方銀行の現状について考
 察した(第!章、第2章)。そこでは、「金融変革期」の概念を明らかにしたのち、今後のわが国金
 融変革の方向性について示唆し、銀行経営に必要とされる新たな経営的視点を提導した。つぎに、
 本論文の研究対象である地方銀行の経営課題を明らかにし、既存の解決策の問題点を指摘したうえ
 で、地方銀行が「競争優位性」を確立するための更なる戦略の必要性を主張した。
 第H部では、地方銀行の経営戦略の方向性について考察した(第3章、第4章)。まず、金融変
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 戦略事例研究をした。まず、1980年代後半から90年代の米国金融機関の金融行動を明らかにし、米
 国金融機関復活のダイナミズムと独自の戦略の有効性について検討した。米国地域金融機関の戦略
 事例では、「顧客志向型の戦略」と「地域志向型の戦略」で成功した事例研究分析からいくつかの
 特徴点を挙げた。また、わが国地方銀行の戦略の同質性を指摘したうえで、ポーターの主張する
 「戦略的課題」の理論的見地からの考察を加えた。そして、今後のわが国地方銀行の経営戦略への
 示唆として、各銀行の地域特性、歴史的特質、経営資源などを生かした「顧客志向型の戦略」なら
 びにr地域志向型の戦略」のr独自性のある戦略」を展開することにより、「競争優位性」を確立
 する可能性は十分あると結論づけた。
 第4章では、銀行の経営戦略におけるモデルおよび理論として、「顧客志向型の戦略」ならびに
 「地'域志向型の戦略」を具現化するための戦略のモデルおよび理論をレビューした。まず、ポーター
 の5つのフレームワークを明らかにし、地方銀行へ適用することにより理論的見地から業界構造の
 分析を試みた。また、競争優位を確立するための「戦略ポジショニング」、ポジションの源泉の考
 え方を整理した。つぎに、「顧客志向型の戦略」のモデルおよび理論では、顧客のニーズ・課題を
 把握する手法として、顧客マーケティングの手法やリレーションシップ・マネジメントの考え方を
 明らかにした。顧客志向型のビジネス・モデルでは、ポーターのバリュー・チェーンの概念、フィッ
 トおよび競争優位を築くための3つの基本戦略についてレビューした。「地域志向型の戦略」のモ
 デルおよび理論では、金井による地域企業としての企業ドメイン決定の考え方、コトラーのマーケ
 ティング・プロセス手法、ポーターのクラスター理論、寺本の「ネットワーク戦略」をレビューし
 た。
 第5章では、第4章でレビューした「顧客志向型の戦略」の戦略モデルおよび理論をもとに、戦
 略の具現化を試みた。まず、顧客維持の'有効性や顧客とのリレーションシップの再構築による顧客
 ニーズ・課題の把握の必要性を明らかにするとともに、顧客価値の追求と顧客ソリューションの有
 効性を検討し、「顧客志向型の戦略」の概念を提唱した。つぎに、顧客志向型のバリュー・チェー
 ン・モデルでは、「顧客ソリューション・バンク・モデル」と各プロセスの戦略について提言した。
 また、モデルを具現化するために必要な手法や考え方として、顧客ライフ・イベントによる顧客ニー
 ズ追求の手法、戦略ポジショニング、3つの基本戦略の有効性、コア・コンビタンスについての考
 察を加えた。そして、地方銀行における顧客志向型戦略の実践への示唆として、各行の「コア・コ
 ンビタンス」をもとに.戦略ポジショニングを明らかにし、「顧客ソリューション・バンク・モデ
 ル」で示したビジネス・プロセスを通じて、ポーターの3つの基本戦略を実践することにより、
 「競争優位性」を確立できると提導した。さらに、「顧客志向型の戦略」の実践にあたって、顧客別・
 商品別などの収益管理手法を早期確立する必要1生を指摘し、その手法としてABCIABMを取り込
 んだマネジメント・システムの具体的な手法を考察した。
 第6章では、第4章でレビューした「地域志向型の戦略」の戦略モデルおよび理論をもとに、そ
 の戦略の具現化を試みた。まず、地域経済の自立的発展の必要性と地方銀行の役割などを検討する
 とともに、地域志向型の戦略の先進事例である京都信用金庫と京都銀行の事例をまとめ、第3章で
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 べ一ション」を積み重ねていくことにより実現が可能になると結論づけた。また、同行のR&D事
 例を参考にしながら、「融合ソリューション・バンク」の実現に向けた具体的な「実験例」を掲示
 し、イノベーションの糸口を自らが切り開きながら確立した戦略こそが、他行が真似できない「持
 続的な競争優位性」を確立できる戦略になると主張した。さらに、戦略の総合的業績の評価では、
 顧客や地域の視点から客観的・多面的な評価をする必要性を指摘したうえで、「バランス・スコア
 カード」などの評価手法について考察し、必要に応じた戦略の「コントロール」が重要であると主
 張した。最後に、本論文で考察してきたこと、筆者の主筆、指摘および具現化の試みなどをまとめ
 たうえで、今後の研究課題の整理をした。
 以上が各車の概要であるが、本研究の第7章の「戦略の融合化」とは、新しいタイプの革新的な
 戦略を創り出すプロセスであり、異種または異質な知識情報と経営資源を組み合わせて、「革新的
 な戦略システム」を創り出そうとする試みでもある。そして、第8章の「持続的な競争優位性」を
 確立するための融合ビジネス・モデルとして提言した、「顧客一地域一融合志向型ソリューション・
 バンク・モデル」は、金融変革期における地方銀行の経営戦略に有効なビジネス・モデルの方向性
 を示唆できるものと考えている。
 論文審査結果の要旨
 本論文は、わが国の地方銀行の特色や経営課題を明らかにし、競争優位性を確立するための戦略
 の方向性と具体的なビジネス・モデルについて考察したものである。
 全体は四部より構成される。まず第i部では、金融変革期を迎えた地方銀行の現状について分析
 している。第1章では銀行一般の金融環境の変化を取り上げ、次いで第2章においては地方銀行経
 営の現状と問題点について考察し、そこから「顧客志向型戦略」と「地域志向型戦略」の2つの異
 なる戦略の必要性を提唱している。
 第n部では事例分析と理論・モデルの検討を通して、地方銀行の経営戦略の方向性が示される。
 第3章では、金融自由化が先行している米国地域金融機関の経営戦略についての事例研究がなされ、
 上記の2つの戦略の可能性が示唆される。また続く第4章では、2つの戦略を具現化するために必
 要とされる戦略論とモデルに関する先行研究のレビューが行われる。
 第皿部においては、上記の2つの戦略の具体像が詳述される。まず第5章では、顧客維持の有効
 性や顧客とのリレーションシップの再構築による顧客ニーズの把握の必要注を明らかにし、著者独
 自の「顧客ソリューション・バンク・モデル」を提示する。第6章では、既に行われた先行研究の
 レビューに基づき、地域志向型戦略の具体的な概念を明らかにし、その手段として地域開発支援と
 地域産業育成・支援の2つを考察している。
 最後の第IV部においては、上述の2つの戦略を融合した「顧客・地域・融合志向型ソリューショ
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